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令
和
５
年
度
に
は
い
り
、
早
く
も
５
カ
月
経
過
し
ま

し
た
が
、
８
月
ま
で
の
状
況
及
び
今
年
度
の
最
終
見
込

み
を
（
１
）
会
員
拡
大
（
２
）
就
業
拡
大
（
３
）
後
継

者
育
成
の
３
項
目
か
ら
、
説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
１
）
会
員
拡
大
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
３
月
末
の
会
員
数
は
、
５
８
４
人
（
男

３
８
７
・
女
１
９
７
）と
対
前
年
比
35
人
の
減
少
で
し
た
。

こ
の
要
因
は
、「
女
性
の
つ
ど
い
」
の
開
催
お
よ
び
、

且
つ
、
出
張
説
明
会
・
審
査
会
の
復
活
を
さ
せ
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
会
員
数
は
減
少
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
５
月
に
感
染
症
法
の
類
型
が
第
５
類

に
引
き
下
が
り
、
説
明
会
の
出
席
者
も
増
加
し
、
８
月

末
会
員
数
は
、
６
３
０
人
（
男
４
１
９
・
女
２
１
１
）

と
３
月
比
46
人
増
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
説
明
会

15
回
（
定
例
７
回
・
出
張
６
回
・
女
性
単
独
２
回
）
開

催
し
、
且
つ
新
入
会
員
紹
介
制
度
の
活
用
・
悠
々
会
員

制
度
を
充
実
さ
せ
、
令
和
６
年
３
月
末
会
員
数
７
０
０

人
を
目
指
し
て
全
員
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

※
特
に
、
新
会
員
の
紹
介
、
是
非
、
御
願
い
致
し
ま
す
。

（
２
）
就
業
拡
大
に
つ
い
て

　

就
業
拡
大
は
、
令
和
元
年
度
に
着
手
し
て
、
当
初
は

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
か
ら
、
理
事
全
員
が
開
拓
（
①
金
融
機

関
②
ス
ー
パ
ー
③
病
院
④
農
協
⑤
特
養
老
人
ホ
ー
ム
）

を
実
施
し
数
社
契
約
並
び
に
見
込
み
先
十
数
社
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
２
年
度
後
半
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の

為
訪
問
交
渉
は
一
切
不
可
と
な
り
、
約
２
年
半
、
開
拓

が
ブ
ラ
ン
ク
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
も

〈
令
和
５
年
度
上
半
期
活
動
か
ら
最
終
見
込
〉

落
ち
着
き
、
よ
う
や
く
、
令
和
４
年
秋
に
就
業
開
拓
委

員
会
が
復
活
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
格
的
に
活

動
が
で
き
た
の
は
、
令
和
５
年
２
月
頃
か
ら
で
し
た
。

そ
し
て
、
開
拓
班
を
３
分
割
「
①
新
規
独
自
事
業
班
②

新
規
開
拓
班（
新
聞
求
人
情
報
）③
そ
の
他（
金
融
機
関
・

農
協
・
特
養
老
人
ホ
ー
ム
）」
に
て
展
開
、
８
月
迄
に

契
約
が
数
社
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
般
、「
つ
く
ば

市
工
業
団
地
企
業
連
絡
協
議
会
」
の
事
務
局
と
な
っ
て

い
る
「
つ
く
ば
市
経
済
部
産
業
振
興
課
」
の
紹
介
に
よ

り
、「
９
工
業
団
地
」
１
５
６
社
と
の
開
拓
が
可
能
と

な
り
、
10
月
か
ら
、
全
理
事
と
就
業
開
拓
委
員
（
計
12

名
）
が
開
拓
す
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

（
一
人
あ
た
り
約
13
社
担
当
す
る
）

　

以
上
に
よ
り
、
令
和
５
年
度
の
新
規
開
拓
企
業
数
は

30
社
を
目
標
に
全
員
で
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
「
未
就
業
会
員
」
対
策
と
し
て
、
未

就
業
会
員
（
２
７
１
人
）
に
対
し
、
早
急
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
就
業
率
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

※
な
お
、
シ
ル
バ
ー
ヘ
紹
介
で
き
る
新
規
企
業
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
３
）
後
継
者
育
成
に
つ
い
て

　

シ
ル
バ
ー
の
全
て
の
事
業
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、

後
継
者
の
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。特
に
、剪
定
、襖
・

障
子
は
り
、
自
転
車
修
理
作
業
な
ど
は
、
高
い
技
術
が

求
め
ら
れ
、
技
術
習
得
の
た
め
に
多
く
の
経
験
と
時
間

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
県
シ
連
主
催
の
「
技
術
講
習
」

が
毎
年
、
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
募
集
定
員
が
10
名

程
度
と
少
な
く
、
且
つ
、
茨
城
県
全
シ
ル
バ
ー
対
象
の

為
、
開
催
場
所
も
「
襖
・
障
子
は
り
」
以
外
は
、
つ
く

ば
市
外
の
開
催
場
所
で
あ
り
、
今
後
は
県
シ
連
と
は
別

の
、
つ
く
ば
独
自
の
後
継
者
対
策
が
必
至
と
思
料
さ
れ

ま
す
。

今
後
の
「
後
継
者
講
習
（
勉
強
会
）
予
定
」

 

①
「
襖
・
障
子
は
り
」
➡
「
茎
崎
地
区
活
動
：
11
月
」

 

②
「
剪
定
」
➡
「
事
業
部
・
安
全
委
員
会
：
12
月
」

 

③
「
草
刈
・
草
取
」
➡
「
安
全
委
員
会
：
安
全
パ
ト
」

 

④
「
自
転
車
修
理
作
業
」
➡
「
自
転
車
部
：
Ｏ
Ｊ
Ｔ
」

（
理
事
長　

小
杉
晴
彦
）

つくば市工業団地（９団地：156 社）
団地名 住所 企業数 その他

１ 上大島工業団地 つくば市
上大島 30

２ 筑波北部工業団地 つくば市
和台、北原 22

３ つくばテクノパーク
大穂

つくば市
大久保 11

４ つくばテクノパーク
豊里

つくば
緑ケ原 25

５ 東光台研究団地 つくば市
東光台５丁目 29

６ 筑波西部工業団地 つくば市
御幸が丘 14

７ つくばリサーチ
パーク羽成

つくば市
観音台１-25 ７

８ つくばみどりの
工業団地

つくば市
片田 10

９ つくばテクノパーク
桜

つくば市
桜 ８

入会説明会出席者数（月別）
開催月 令和５年度 令和４年度

４月 25 名 11 名

５月 16 名 ７名

６月 16 名 12 名

７月 11 名 ８名

８月 13 名 ０名

９月 22 名 ８名

計 103 名 46 名
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（注） きずなの中では「つくば市シルバー人材センター」を「センター」と称する場合があります。



　

２
０
１
１
年
東
日
本
大
震
災
直
後
の
市
民
講
座

で
、
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
者
た
ち
の
発
表
が
あ
っ

た
。
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
と
実
用
化
は
進
ん
で

お
り
、
わ
が
国
は
世
界
有
数
の
火
山
国
と
し
て
、
数

少
な
い
「
自
前
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
を
も
っ
て
い
る
。

だ
が
、
全
熱
源
に
対
し
て
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
占
め

る
割
合
は
、
常
に″
約
０
・
２
％
”
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
と
悔
し
そ
う
に
語
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
確
保
は
わ
が
国
の
生
命
線
。
地
熱
発
電
も
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
国
の
強
力
な
推
進
が
絶
対
に

必
要
だ
。
な
ぜ
増
え
な
い
。

や
ま
び
こ

〈
女
性
活
躍
委
員
会
と
ま
つ
り
つ
く
ば
２
０
２
３
〉

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
騒
ぎ
の
た
め
に
３
年
間
も

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ま
つ
り
つ
く
ば
が
、
令
和
５

年
８
月
26
日
、
27
日
の
２
日
間
、
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
広

場
を
中
心
に
し
た
会
場
の
各
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
わ

が
つ
く
ば
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
、
協
賛
団
体

と
し
て
ふ
れ
あ
い
広
場
に
２
ブ
ー
ス
を
設
け
て
の
参
加

で
す
。
今
回
は
、
老
若
男
女
を
と
わ
ず
、
市
民
の
ま
つ

り
に
対
す
る
期
待
と
興
奮
が
熱
気
と
な
っ
て
会
場
全
体

に
立
ち
込
め
た
感
が
あ
り
、
ど
こ
に
こ
れ
だ
け
の
人
た

ち
が
い
た
ん
だ
ろ
う
か
と
思
う
ほ
ど
の
、
人
、
人
、
人

の
波
で
す
。
夕
刻
以
降
は
、
ね
ぶ
た
パ
レ
ー
ド
を
見
よ

う
と
す
る
人
た
ち
が
さ
ら
に
集
ま
り
、
身
動
き
が
で
き

な
い
ほ
ど
で
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
平
和
な
日
本
を
あ
り
が

た
く
感
じ
た
次
第
で
す
。
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〈
セ
ン
タ
ー
の
活
動
報
告
〉

は
成
り
手
が
い
な
い
、
見
積
も
り
な
ど
経
験
が
必
要
な

事
な
ど
で
、
班
長
を
や
る
人
が
い
な
い
。
班
長
の
任
期

を
２
年
で
交
代
す
る
な
ど
対
策
が
必
要
か
も
。
ご
み
処

分
も
量
の
問
題
が
あ
り
少
な
い
量
で
は
難
し
い
。
軽
ト

ラ
ッ
ク
も
無
い
班
が
あ
る
な
ど
課
題
の
多
い
会
議
で
し

た
。
こ
れ
ら
課
題
を
持
ち
帰
り
理
事
長
、
部
会
長
の
判

断
が
待
た
れ
ま
す
。

【
地
区
統
括
部
会（
２
０
２
３
秋
）】

　

地
区
の
会
員
が
集
ま
っ
て
楽
し
め
る
何
か
を
重
ね
て
、

地
区
内
の
会
員
同
士
の
つ
な
が
り
を
作
り
ま
す
。
そ
う

し
て
い
く
う
ち
に
、
自
分
た
ち
が
楽
し
む
こ
と
だ
け
で

な
く
、
さ
ら
に
地
域
と
の
交
流
や
子
供
た
ち
と
の
関
わ

り
合
い
が
企
画
さ
れ
て
い
く
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
生

ま
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
茎
崎
地
区

で
は
、
く
き
ざ
き
夢
ま
つ
り
に
Ｓ
Ｊ
Ｃ
の
ブ
ー
ス
を
設

け
て
地
域
交
流
を
図
り
ま
す
。桜
地
区
で
は
、ハ
ッ
ピ
ィ

ハ
ウ
ス
が
常
設
さ
れ
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
で
き
る
範
囲
で
み
ん

な
で
何
か
を
生
み
出
し
て
い
く
、
そ
ん
な
こ
と
が
各
地

区
で
企
画
さ
れ
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

【
総
務
部
会
】

　

令
和
５
年
９
月
総
務
部
会
で
の
会
議
は
次
の
通
り
で

す
。
今
年
８
月
の
初
心
者
会
員
向
け
ス
マ
ホ
教
室
で
は
、

基
本
的
な
操
作
法
学
習
で
し
た
が
、
次
の
機
会
も
期
待

す
る
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
新
入
会
員
向
け
セ
ミ

ナ
ー
が
10
月
17
日
、
入
会
３
・
６
年
の
会
員
向
け
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
講
習
会
が
10
月
26
日
実
施
さ
れ
ま
す
。
会
員

待
望
の
同
好
会
が
い
よ
い
よ
動
き
は
じ
め
、
ゴ
ル
フ
、

カ
ラ
オ
ケ
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
イ
キ
イ
キ
体
操
、
麻
雀
、

囲
碁
と
内
容
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｐ
Ｒ
活
動
の
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
は
、
10
月
に
豊
里
地
区
で
行
う
予
定
で
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
は
作
業
を
続
け
ま
す
。

【
理
事
会
】

　

６
月
～
８
月
、
令
和
５
年
度
第
３
回
～
６
回
の
理
事

会
を
開
催
し
、
諸
案
件
が
報
告
、
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
務
部
会
・
事
業
部
会
・
地
区
統
括
部
会
及
び

各
委
員
会
等
の
報
告
並
び
に
そ
れ
ぞ
れ
の
承
認
事
項
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
主
た
る
承
認
事
項
等

 （
１
）
令
和
５
年
度
定
時
総
会
に
つ
い
て

 （
２
）
個
人
情
報
の
第
３
者
へ
の
提
供
に
つ
い
て

 （
３
）
中
期
事
業
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

 （
４
）
資
産
処
分
（
今
鹿
島
物
置
等
）
に
つ
い
て

 （
５
）
ま
つ
り
つ
く
ば
に
つ
い
て

 （
６
）
規
程
集
（
改
訂
第
５
版
）
発
刊
に
つ
い
て

 （
７
）
最
低
賃
金
に
伴
う
交
渉
に
つ
い
て
（
10
月
以
降
）

【
事
業
部
会（
班
長
会
議
）】

　

８
月
30
日
10
名
の
班
長
と
小
杉
理
事
長
、
酒
井
事
業

部
会
長
、
５
名
の
事
業
部
会
会
員
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。
議
題
は　

１
．
各
地
区
の
受
注
件
数
と
納
期
時

期　

２
．
ご
み
処
分
の
対
応　

３
．
軽
ト
ラ
ッ
ク
の

使
用　

４
．
班
長
の
後
任

者
に
つ
い
て
話
し
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
活
発
な

意
見
が
出
ま
し
た
。
特
に

納
期
の
問
題
、
熱
中
症
対

策
で
休
み
休
み
に
作
業
を

す
る
の
で
時
間
が
か
か
る

事
。
コ
ロ
ナ
対
策
も
必
要
。

班
長
の
後
継
者
の
問
題
で

〔
コ
ラ
ム
〕

も
の
は
考
え
よ
う
　
荘そ
う
じ子
の
世
界
観

　

つ
き
あ
い
が
難
し
い
隣
の
中
国
。
意
外
に
激
し
く
、
難
解

な
面
が
あ
る
中
国
人
。
そ
の
中
国
に
は
古
代
か
ら
、儒じ

ゅ
き
ょ
う教（
孔

子
ら
）、
老ろ

う
そ
う荘（
老ろ
う
し子
、
荘
子
）、
仏
教
と
い
う
概
ね
三
つ
の

思
想
が
あ
り
、
儒
教
は
体
制
側
で
、
老
荘
思
想
は
民
衆
の
よ

う
な
非
体
制
側
で
支
持
さ
れ
て
道
教
の
一
源
流
と
な
り
、
い

ず
れ
も
中
国
人
の
社
会
に
い
ま
も
つ
よ
い
影
響
を
与
え
て
い

る
。
日
本
で
も
企
業
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
引
用
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
荘
子
と
は
、
姓
を
荘
、
名
を
周
、
紀
元
前
４
～
３
世

紀
頃
の
戦
国
時
代
の
思
想
家
。
儒
家
を
批
判
し
て
、
人
間
本

来
が
も
つ
姿
に
帰
れ
と
い
う「
無
為
自
然
」の
道
を
説
く
。
彼

の
考
え
が『
荘
子
』と
い
う
書
物
で
伝
わ
る
が
、
寓ぐ

う
わ話
が
多
い
。

そ
の
中
の「
無
用
の
用
」の
話
と
は
、「
一
見
無
用
の
よ
う
に
み

え
て
も
、
大
い
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
る
、
小
さ
く
考
え
る
な
」。

魏
の
宰
相
で
あ
る
恵け

い
し施
が
荘
子
に
、「
魏
王
か
ら
い
た
だ
い
た

ヒ
サ
ゴ
の
種
で
大
き
な
ヒ
サ
ゴ
が
な
っ
た
が
、
大
き
す
ぎ
て

使
い
も
の
に
な
ら
ず
に
壊
し
た
」。
荘
子
の
話
が
大
き
す
ぎ

る
と
皮
肉
っ
た
の
だ
が
、
荘
子
曰
く「
考
え
方
が
下
手
。
あ

る
遊ゆ

う
ぜ
い
か

説
家
が
、
ヒ
ビ
や
ア
カ
ギ
レ
の
妙
薬
製
造
を
業
と
す
る

貧
し
い
人
か
ら
そ
の
秘
伝
を
買
い
取
り
、
呉
の
国
へ
行
っ

た
。
呉
越
国
の
間
で
戦
争
が
起
き
る
と
、
彼
は
呉
の
将
軍
に

任
ぜ
ら
れ
て
冬
の
船ふ

な
い
く
さ軍で
、
こ
の
薬
の
お
か
げ
で
越
軍
に
大

勝
し
た
。
お
か
げ
で
、
土
地
を
あ
た
え
ら
れ
て
領
主
と
な
っ

た
。
も
の
は
考
え
よ
う
だ
よ
。
大
き
な
ヒ
サ
ゴ
を
樽
の
浮
袋

に
し
て
、
水
に
浮
か
べ
て
た
の
し
む
と
か
考
え
れ
ば
よ
か
っ

た
の
に
」。
い
ま
の
中
国
の
言
動
に
は
強
い
抵
抗
感
が
あ
る

が
、
荘
子
の
話
に
は
不
思
議
な
納
得
感
が
あ
る
。

きずな VOL.044 Page 4



【
自
転
車
部
】

　

来
年
の
４
月
の
筑
波
大
学
新
入
学
生
に
販
売
す
る
、

自
転
車
の
再
生
作
業
の
様
子
で
す
。
大
学
卒
業
生
や
市

民
か
ら
不
要
に
な
っ
た
自
転
車
を
引
き
取
り
、
筑
波
大

学
の
中
に
あ
る
再
生
作
業
場
で
、
１
台
１
台
点
検
作
業

を
し
て
奇
麗
に
磨
い
た
り
不
良
の
パ
ー
ツ
を
交
換
し
た

り
、
安
全
で
安
心
な
自
転
車
を
再
生
し
て
い
ま
す
。
１

台
の
自
転
車
を
再
生
す
る
時
間
は
交
換
す
る
パ
ー
ツ
が

少
な
い
時
で
５
時
間
位
で
す
。
自
転
車
に
錆
び
が
多
い

時
や
部
品
交
換
作
業
が
多
い
時
は
２
日
間
（
10
時
間
）

位
作
業
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
猛
暑
の
た
め
、
８
月
の

完
成
車
は
０
台
で
す
。
９
月
か
ら
来
年
の
３
月
末
迄
に

最
低
で
も
70
台
再
生
自
転
車
が
必
要
で
す
。
暑
い
中
で

す
が
、
自
転
車
部
員
全
員
で
頑
張
っ
て
毎
月
最
低
10
台

再
生
自
転
車
の
備
蓄
を
目
指
し
ま
す
。（
久
保
田
）

〈
我
が
家
の
花
た
ち
〉

　

今
我
が
家
の
庭
に
は
、
バ
ラ
11
本
と
ク
レ
マ
チ
ス
や

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
な
ど
宿
根
草
21
種
類
の
花
が
植
え

て
あ
り
ま
す
。
今
の
時
期
は
パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
と
ト

ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
種
ま
き
を
し
て
い
ま
す
。
種
ま
き
用

の
培
土
と
セ
ル
ト
レ
イ
（
36
穴
）
を
使
用
し
て
種
ま
き

し
ま
す
。
種
ま
き
す
る
前
に
培
養
土
に
水
を
し
っ
か
り

や
り
ま
す
。
パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
は
種
が
隠
れ
る
位
に

土
を
か
け
ま
す
。
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
好
光
性
（
光
が

無
い
と
発
芽
し
な
い
）
の
為
土
は
掛
け
ま
せ
ん
。
日
が

当
た
ら
ず
涼
し
く
て
風
通
し
の
良
い
と
こ
ろ
で
、
芽
出

し
を
し
ま
す
。
水
や
り
は
霧
吹
き
で
優
し
く
や
り
ま
す
。

じ
ょ
う
ろ
で
や
る
と
種
が
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
１
週

間
く
ら
い
で
パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
は
芽
が
出
て
き
ま
す
。

芽
が
出
そ
ろ
っ
た
ら
、
日
の
当
た
る
涼
し
い
と
こ
ろ
で

育
て
ま
す
。
本
葉
４
枚
か
ら
５
枚
く
ら
い
に
割
り
ば
し

や
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
９
㎝
の
ポ
ッ
ト
に
植
え
替
え
ま
す
。

直
接
日
光
の
当
た
ら
な
い
日
陰
に
置
き
、
水
や
り
し
ま

す
。
葉
が
ポ
ッ
ト
全
体
に
広
が
っ
た
ら
プ
ラ
ン
タ
ー
や

花
壇
に
植
え
ま
す
。
10
月
で
も
種
ま
き
が
出
来
ま
す
。

春
の
４
月
か
ら
５
月
ご
ろ
ま
で
花
を
楽
し
め
ま
す
。
手

入
れ
は
時
々
液
肥
や
花
柄
摘
み
と
水
や
り
で
す
。
自
分

で
種
ま
き
す
る
と
苗
の
成
長
と
花
が
咲
い
た
時
の
喜
び

が
最
高
で
す
。
ジ
ャ
ー
マ
ン
ア
イ
リ
ス
や
ク
リ
ス
マ
ス

ロ
ー
ズ
は
植
え
ぱ
っ
な
し
で
大
丈
夫
で
す
。
ク
リ
ス
マ

ス
ロ
ー
ズ
は
10
月
か
ら
肥
料
を
与
え
た
り
、
古
い
葉
を

取
り
除
き
ま
す
。
又
グ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー
で
あ
る
イ
ブ
キ

ジ
ャ
コ
ウ
草
は
這
う
よ
う
に
広
が
り
ま
す
。
春
先
に
綺

麗
な
花
が
咲
き
ま
す
。
お
手
入
れ
い
ら
ず
で
す
。
季
節

の
花
を
植
え
て
、
花
い
っ
ぱ
い
の
花
壇
に
し
ま
せ
ん
か
。

水
や
り
な
ど
で
大
変
で
す
が
花
た
ち
に
癒
さ
れ
ま
す
。

種
ま
き
な
ど
花
の
育
て
方
に
は
、
や
り
方
が
あ
り
ま
す
。

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。　

（
久
保
田
）
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掛
け
声
に
合
わ
せ
た
体
操
と
ボ
ー
ル
を
使
用
し
た
運
動

を
行
い
ま
し
た
。
豊
里
地
区
は
健
康
体
操
教
室
を
恒
例

で
開
催
し
て
お
り
、
他
地
区
へ
の
広
が
り
を
期
待
す
る

地
区
活
動
だ
と
考
え
ま
す
。暑
い
中
、ご
苦
労
様
で
し
た
。

【
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
発
足
】

　

土
田
理
事
の
奔
走
に
よ
り
、
会
員
数
14
名
を
有
す

る
、
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
家
待
望
の
〈
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
〉

が
、
令
和
５
年
９
月
３
日
ビ
ッ
グ
エ
コ
ー
天
久
保
店

で
発
足
式
（
写
真
１
）
と
記
念
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
出
席
者
は
、
小
杉
理
事
長
、
土
田
理
事
ふ
く

め
、
合
計
10
名
で
す
。
土
田
理
事
か
ら
同
好
会
設
立
の

趣
意
が
発
表
さ
れ
、
出
席
者
全
員
の
賛
同
に
よ
り
、
土

田
理
事
が
初
代
会
長
、
会
計
係
鬼
塚
さ
ん
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
面
倒
な
規
約
や
経
済
的
負
担
は
避
け
て
、
好

き
な
歌
を
思
い
き
り
歌
っ
て
、
人
生
を
謳
歌
し
よ
う
と

い
う
の
が
会
の
目
的
で

す
。
こ
の
あ
と
は
お
待
ち

か
ね
、
カ
ラ
オ
ケ
三
昧
の

楽
し
い
一
時
（
写
真
２
）

で
し
た
。

講
師
の
み
な
さ
ん
は
、
全

国
で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

を
養
成
す
る
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

の
メ
ン
バ
ー
の
一
つ
と
し

て
、
つ
く
ば
市
内
各
所
で

働
く
医
療
、
保
健
、
福
祉

な
ど
幅
広
い
活
動
に
携

わ
っ
て
い
る
人
た
ち
で
す
。講
義
だ
け
で
な
く
、ち
ょ
っ

と
し
た
寸
劇
ま
で
披
露
さ
れ
た
役
者
の
み
な
さ
ん
の
意

気
ご
み
に
は
感
動
を
覚
え
た
ほ
ど
で
す
。

【
健
康
体
操
教
室
の
開
催　
豊
里
地
区
】

　

８
月
22
日
、
豊
里
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
健
康
体

操
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
酷
暑
の
中
、
６
名
の
会

員
と
市
か
ら
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
２
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
各
人
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

と
カ
ル
テ
へ
の
記
入
、
続
い
て
高
齢
者
の
真
夏
の
生
活

に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
事
、
特
に
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
が
大
切
と
の
話
を
聞

き
ま
し
た
。
こ
の
後
、
音
楽
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

【
会
員
に
な
る
た
め
に
は
】

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な
る
た
め
に
は
、

ま
ず
セ
ン
タ
ー
が
毎
月
第
２
木
曜
日
に
大
穂
庁
舎
内
に

あ
る
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
で
開
く
（
臨
時
的
に
地
区
で

開
催
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）「
入
会
説
明
会
・
審
査

会
」
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
８
月
22
日
茎
崎
交

流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
入
会
説
明
会
・
審
査
会
で
は
、

小
杉
理
事
長
の
挨
拶
に
つ
づ
き
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
り
セ
ン

タ
ー
の
沿
革
、
組
織
、
就
業
、
安
全
、
保
険
等
々
の
説

明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
入
会
希
望
者
の
面
接
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
通
常
は
約
１
ヶ
月
後
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
連

絡
に
よ
り
、
入
会
の
手
続
き
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

【
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
】

　

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
地
域
で
支
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー

が
必
要
と
さ
れ
る
な
か
、〈
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
〉
が
令
和
５
年
８
月
17
日
に
開
か
れ
、
セ
ン
タ
ー

の
会
員
と
事
務
局
職
員
た
ち
30
名
近
く
が
受
講
し
ま
し

た
。
講
座
を
通
じ
て
認
知
症
を
た
だ
し
く
理
解
し
、
偏

見
を
も
た
ず
、
地
域
に
暮
ら
す
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
を
、
で
き
る
範
囲
内
で
、
温
か
く
支
援
す
る
の
が
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
高
齢
者

の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
も
、
こ
の
講
座
の
目
的
で
す
。

写真 2

写真 1
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〈
つ
く
ば
市
自
転
車
駐
輪
場
〉

　

Ｔ
Ｘ
つ
く
ば
駅
が
隣
接
し
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
直

結
す
る
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
広
場
の
周
辺
に
は
、
自
転
車

（
原
付
き
バ
イ
ク
な
ど
も
ふ
く
む
）
を
一
時
ま
た
は
月

極
め
で
あ
ず
か
る
公
共
の
自
転
車
駐
輪
場
が
十
数
ヶ
所

も
あ
り
、
管
理
人
の
い
る
窓
口
が
「
つ
く
ば
市
自
転
車

管
理
事
務
室
」で
す
。
こ
こ
で
は
、つ
く
ば
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
合
計
17
人
で
交
代
の
シ
フ
ト

を
組
み
、
管
理
・
指
導
・
調
査
業
務
な
ど
に
就
業
中
で

す
。
市
民
の
足
を
預
か
る
の
で
、
防
火
・
防
犯
な
ど
の

安
全
面
に
は
慎
重
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
、
訓
練
な
ど
も

必
要
に
応
じ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
７
月
25
日
、
就
業
会
員
を
対
象
に
し
て
消

火
施
設
の
説
明
と
模
擬

消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
防
災
関
係
の
専
門

業
者
に
よ
り
、
自
転
車

の
乗
り
入
れ
な
ど
の
法

的
規
制
、
火
災
発
生
時

の
対
応
、
消
火
設
備
（
粉

末
式
）
の
点
検
や
確
認
、

緊
急
時
の
避
難
、
火
災

検
知
器
の
点
検
と
確
認
、

最
後
は
水
消
火
器
を
使
っ
て
の
消
火
訓
練
と
い
う
、
な

か
な
か
充
実
し
た
消
火
訓
練
で
す
。
目
立
た
な
い
こ
と

で
す
が
、
就
業
会
員
た
ち
自
ら
が
進
ん
で
、
駐
輪
場
周

辺
の
美
化
・
清
掃
運
動
を
毎
日
続
け
て
い
る
こ
と
も
付

け
加
え
て
お
き
ま
す
。（
山
内
）

〈
増
え
る
豪
雨
災
害
に
備
え
よ
う
〉

　

日
本
各
地
が
台
風

２
号
の
影
響
に
よ
る

豪
雨
で
被
害
を
こ
う

む
っ
た
令
和
５
年
６

月
２
日
朝
、
茨
城
県

南
部
で
は
地
元
河
川

溢
水
の
注
意
を
促
す

市
の
防
災
無
線
放
送

が
あ
っ
た
。
そ
の
日

は
稲
荷
川
の
水
位
が

高
く
、
水
田
が
湖
の

よ
う
に
冠
水
し
て
い
た
（
写
真
１
）。
今
ま
で
に
み
た

こ
と
が
な
い
光
景
だ
。
幸
い
に
も
、
そ
の
後
の
稲
の
成

長
は
順
調
に
み
え
る
（
写
真
２
）。
近
年
は
台
風
や
豪

雨
に
よ
る
災
害
が
増
え
て
い
る
。
ふ
だ
ん
か
ら
災
害

マ
ッ
プ
で
災
害
想
定
地
域
や
避
難
場
所
を
確
か
め
て
お

く
こ
と
が
大
切
だ
。

写真 2写真 2

写真 1写真 1

訓練に参加した会員たち。
左から、高島、遠藤（就業中でマスク着用）、菊澤、村野、中根、石川

駐輪場内の預かり自転車群

移動式粉末消火器の取り扱い説明

駐輪場事務室

水消火器で消火訓練
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［
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
］

（
入
会
説
明
会
・
審
査
会
）

　

毎
月
第
２
木
曜
日　

13
時
30
分
～

　
　
　
　

大
穂
庁
舎
３
階
シ
ル
バ
ー
会
議
室

月　

日

時　

刻

場　

所

11
月
20
日（
月
）
13
時
30
分
～
《
豊
里
地
区
》

豊
里
交
流
セ
ン
タ
ー

12
月
19
日（
火
）
13
時
30
分
～
《
茎
崎
地
区
》

茎
崎
交
流
セ
ン
タ
ー

１
月
23
日（
火
）
13
時
30
分
～
《
谷
田
部
地
区
》

市
民
ホ
ー
ル
や
た
べ

〈
初
心
者
向
け
ス
マ
ホ
講
習
会
〉

〈
歴
史
に
学
ぶ
〉

　
い
ま
や
ス
マ
ホ
は
生
活
の
必
需
品
に
な
って
い
ま
す
。
と

は
い
え
、
セ
ン
タ
ー
の″
高
齢
”
会
員
の
中
に
は
、一般
的
な

ス
マ
ホ
の
使
い
方
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
ア
プ
リ
の
操
作
に
手

を
焼
い
て
い
る
御
仁
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
セ
ン
タ
ー

で
は
そ
う
い
う
人
た
ち
に
向
け
て
超
や
さ
し
い
講
習
会
を

企
画
し
、８
月
下
旬
実
施
し
ま
し
た
。
目
か
ら
ウ
ロコ
だ
っ

た
こ
と
は
、
ア
プ
リ
を
簡
単
に
終
了
さ
せ
る
方
法
で
し
た
。

な
ん
と
な
く
自
信
の
な
い
み
な
さ
ん

は
、
２
回
目
以
降
の
講
習
会
も
期

待
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

戦
時
下
の
常
磐
線
列
車
衝
突
事
故

　

か
つ
て
得
意
先
の
責
任
者
Ｋ
氏
と
輸
出
の
商
談
を
か
さ

ね
て
い
た
と
き
に
、
筆
者
が
つ
く
ば
市
に
住
み
常
磐
線
牛

久
駅
か
ら
都
内
へ
通
勤
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
Ｋ
氏
が

無
念
の
面
持
ち
で
語
り
は
じ
め
た
。
昭
和
18
年
10
月
26

日
夜
、
常
磐
線
土
浦
駅
構
内
で
列
車
の
三
重
衝
突
事
故

に
よ
り
、
多
数
の
死
傷
者
が
発
生
し
た
。
Ｋ
氏
の
お
兄

さ
ん
～
当
時
は
中
学
生
く
ら
い
か
～
が
列
車
に
乗
っ
て
い

て
、
不
運
に
も
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
そ
う
だ
。
復
刻

版
の
朝
日
新
聞
昭
和
十
八
年
十
月
二
十
七
日
夕
刊
で
は
、

戦
時
の
厳
し
い
報
道
管
制
下
だ
が
、「
土
浦
線
の
三
重
衝

突
惨
事
」
と
報
道
し
て
い
る
（
一面
扱
い
で
は
な
い
）。
当

夜
、
土
浦
駅
構
内
で
貨
車
入
れ
換
え
作
業
中
に
脱
線
し

た
と
こ
ろ
へ
上
り
の
貨
物
貨
車
が
激
突
し
転
覆
、
そ
こ
に

上
野
発
平た
い
ら

行
き
下
り
旅
客
列
車
が
乗
り
上
げ
て
転
覆

大
破
、
４
両
目
の
客
車
は
桜
川
橋
梁
か
ら
墜
落
、
水
没

し
た
。
事
故
直
後
か
ら
、
鉄
道
、
軍
、
民
の
人
た
ち
が

総
出
で
救
助
に
あ

た
っ
た
が
、
記
事

に
は
「
死
者
57

名
、
重
軽
傷
者

77
名
、
な
お
相
当

死
傷
者
あ
る
見
込

み
で
、
水
没
客
車

に
は
ま
だ
多
数
の

乗
客
が
未
救
出
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

戦
後
、
事
故
現

場
近
く
で
慰
霊
祭

が
定
期
的
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、

Ｋ
氏
は
欠
か
さ
ず

に
出
席
し
た
そ
う

だ
。
近
年
、
小
生

が
訪
れ
た
慰
霊
碑

（
写
真
）
は
、
常

磐
線
土
浦
駅
構
内

の
桜
川
寄
り
に
あ

り
、
Ｋ
氏
の
お
兄

さ
ん
の
名
も
刻
ま

れ
て
い
た
。
慰
霊

碑
に
は
、
死
者
96
名
、
負
傷
者
百
余
名
と
刻
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
、
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）
も
事
故
の
教
訓
と
し
て
こ
の
慰

霊
碑
を
大
切
に
し
て
い
る
と
聞
く
。
し
か
し
常
磐
線
で
は
、

昭
和
37
年
５
月
３
日
三
河
島
駅
構
内
で
、
列
車
脱
線
多

重
衝
突
事
故
に
よ
り
、
死
者
１
６
０
名
、
負
傷
者
２
９
６

名
の
大
惨
事
が
お
き
て
い
る
。（
山
内
）

管理施設の許可をいただいて筆者が撮影した慰霊碑正面。管理施設の許可をいただいて筆者が撮影した慰霊碑正面。
後方は桜川後方は桜川

犠牲者氏名が刻まれた慰霊碑背面。犠牲者氏名が刻まれた慰霊碑背面。
右後方は常磐線桜川鉄橋右後方は常磐線桜川鉄橋

【
表
紙
の
写
真
】

　

つ
く
ば
市
郊
外
に
は
竹
林

が
多
く
、
よ
く
み
か
け
る
の

が
表
紙
の
孟
宗
竹
。
と
に
か

く
成
長
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
。

Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｎ 

Ｄ
７
０
０
０
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〜
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オ
ー
ト
。
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